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避難準備

自主避難

避難勧告

避難指示



危険情報危険情報危険情報危険情報によるによるによるによる安全安全安全安全のののの確保確保確保確保のののの登場登場登場登場

○広島豪雨災害を契機として、避難を目的

とした「土砂災害警戒区域」の登場（平

成１３年）

○次に問題となるのは、いつ避難するか？

○避難勧告は、市町の責任

○気象庁による土壌雨量指数の情報提供

○県による「土砂災害警戒情報」の提供



砂防方式



土壌雨量指数



近年近年近年近年のののの降雨観測体制降雨観測体制降雨観測体制降雨観測体制



レーダー・アメダス解析雨量

平成平成平成平成3333年年年年：：：：5km5km5km5km××××5km5km5km5km、、、、 1111時間単位時間単位時間単位時間単位

平成平成平成平成13131313年年年年：：：：2.5km2.5km2.5km2.5km××××2.5km2.5km2.5km2.5km、、、、 1111時間単位時間単位時間単位時間単位

平成平成平成平成15151515年年年年6666月月月月：：：： 2.5km2.5km2.5km2.5km××××2.5km2.5km2.5km2.5km、、、、 30303030分単位分単位分単位分単位

平成平成平成平成15151515年年年年10101010月月月月：：：：アメダスアメダスアメダスアメダス雨量計約雨量計約雨量計約雨量計約1,3001,3001,3001,300ヶヶヶヶ所所所所にににに

加加加加えてえてえてえて、、、、国国国国・・・・地方自治体地方自治体地方自治体地方自治体のののの4,0004,0004,0004,000箇所箇所箇所箇所をををを追加追加追加追加

平成平成平成平成18181818年年年年：：：：1km1km1km1km××××1km1km1km1km



Xバンドマルチパラメータレーダ

防災科学技術研究所防災科学技術研究所防災科学技術研究所防災科学技術研究所でででで開発中開発中開発中開発中

500m500m500m500m××××500m500m500m500mのののの観測精度観測精度観測精度観測精度

民間の気象サービス

200m200m200m200m××××200200200200mmmmのののの観測精度観測精度観測精度観測精度

短時間降雨予報短時間降雨予報短時間降雨予報短時間降雨予報

降雨降雨降雨降雨ナウキャストナウキャストナウキャストナウキャスト

6666時間先時間先時間先時間先までまでまでまで予報予報予報予報

1時間先時間先時間先時間先までのまでのまでのまでの10分間雨量分間雨量分間雨量分間雨量のののの予報予報予報予報



新新新新しいしいしいしい降雨観測体制降雨観測体制降雨観測体制降雨観測体制

2009.1.7

読売新聞読売新聞読売新聞読売新聞よりよりよりより



兵庫県の土砂災害警戒情報

砂防方式と土壌雨量指数の両方の使用で市町単位

で発令

砂防方式：観測記録を用いて、191箇所の観測

地点（1観測地点当たり平均50km2）でCLを

超えた場合

土壌雨量指数：レーダーアメダス解析雨量を用

いて、5km格子単位で、履歴3位を超えた場合

2008年：７回発令 2009年：5回（8月ま

で）



奈良県の土砂災害警戒情報

土壌雨量指数と60分間積算雨量を使った連

携方式で市町単位で発令

（レベル3：すでに基準値を超過、レベル

2：1時間以内に基準値超過を予測、レベ

ル1： 2時間以内に基準値超過を予測）

2008年：5回発令

2009年：1回（現在まで）



危険情報危険情報危険情報危険情報でででで避難避難避難避難ができるかができるかができるかができるか？？？？



（（（（１１１１））））危険情報危険情報危険情報危険情報がががが住民住民住民住民にににに伝伝伝伝わらないわらないわらないわらない

（２）危険情報は住民に伝わったのに、

住民が避難しない

避難避難避難避難のためののためののためののための危険情報危険情報危険情報危険情報のののの課題課題課題課題



2004200420042004年福井豪雨年福井豪雨年福井豪雨年福井豪雨のののの例例例例（（（（木田木田木田木田、、、、豊地区豊地区豊地区豊地区））））

ゲリラゲリラゲリラゲリラ豪雨豪雨豪雨豪雨ではないではないではないではない事例事例事例事例



避難勧告が発令

手段手段手段手段：：：：当日当日当日当日はははは停電停電停電停電

（（（（ラジオラジオラジオラジオ、、、、TVTVTVTVによるによるによるによる情報収集情報収集情報収集情報収集はははは不可不可不可不可

能能能能））））

2222ヶヶヶヶ所所所所のののの小学校小学校小学校小学校のののの広報広報広報広報スピーカースピーカースピーカースピーカー、、、、連合連合連合連合

自治体自治体自治体自治体のののの連絡網連絡網連絡網連絡網、、、、市市市市のののの広報車広報車広報車広報車、、、、県消防組県消防組県消防組県消防組

合合合合のののの消防車消防車消防車消防車、、、、市会議員市会議員市会議員市会議員によるによるによるによる拡声器拡声器拡声器拡声器

結果：100戸の床上浸水



福井豪雨における避難率と

避難勧告認知率

60606060

（（（（60.060.060.060.0％）％）％）％）

40404040

（（（（40.040.040.040.0％）％）％）％）

100100100100全体全体全体全体

26262626

（（（（56.556.556.556.5％）％）％）％）

20202020

（（（（43.543.543.543.5％）％）％）％）

46464646

避難避難避難避難しなかったしなかったしなかったしなかった

世帯世帯世帯世帯

34343434

（（（（63.063.063.063.0％）％）％）％）

20202020

（（（（37.037.037.037.0％）％）％）％）

54545454避難避難避難避難したしたしたした世帯世帯世帯世帯

避難勧告避難勧告避難勧告避難勧告

不認知数不認知数不認知数不認知数

避難勧告避難勧告避難勧告避難勧告

認知数認知数認知数認知数

総数総数総数総数



（（（（１１１１））））危険情報危険情報危険情報危険情報がががが住民住民住民住民にににに伝伝伝伝わらないわらないわらないわらない

（２）危険情報は住民に伝わったのに、

住民が避難しない

避難避難避難避難のためののためののためののための危険情報危険情報危険情報危険情報のののの課題課題課題課題



1998年8月

福島県郡山水害の例

避難勧告避難勧告避難勧告避難勧告をををを聞聞聞聞いたいたいたいた住民住民住民住民のののの反応反応反応反応

・・・・口頭口頭口頭口頭でおでおでおでお互互互互いにいにいにいに情報交換情報交換情報交換情報交換をしたをしたをしたをした：：：：81818181％％％％

・・・・内内内内、、、、電話電話電話電話をををを使使使使ったったったった：：：：71717171％％％％

情報交換情報交換情報交換情報交換のののの内容内容内容内容

・・・・避難勧告避難勧告避難勧告避難勧告はははは本当本当本当本当かかかか？：？：？：？：40404040％％％％

・・・・どこにどこにどこにどこに逃逃逃逃げるかのげるかのげるかのげるかの相談相談相談相談：：：：30303030％％％％

・・・・避難勧告避難勧告避難勧告避難勧告のののの再伝達再伝達再伝達再伝達：：：：25252525％％％％

避難行動避難行動避難行動避難行動にににに移移移移っていないっていないっていないっていない



2003年十勝沖地震の浜中町の例

・・・・避難勧告避難勧告避難勧告避難勧告：：：：4,5004,5004,5004,500名名名名のののの住民住民住民住民

・・・・避難避難避難避難をしたをしたをしたをした人人人人はははは1,6001,6001,6001,600名名名名



避難をしない理由

○○○○避難命令避難命令避難命令避難命令がががが正確正確正確正確にににに伝達伝達伝達伝達されていないされていないされていないされていない

○○○○避難命令避難命令避難命令避難命令がががが信用信用信用信用されていないされていないされていないされていない

○○○○脅威脅威脅威脅威がががが感感感感じられていないじられていないじられていないじられていない

○○○○予想予想予想予想されるされるされるされる被害規模被害規模被害規模被害規模がががが過小評価過小評価過小評価過小評価されているされているされているされている

○○○○避難避難避難避難がががが効果的効果的効果的効果的とととと考考考考えられていないえられていないえられていないえられていない

○○○○避難避難避難避難のののの実行実行実行実行にににに障害障害障害障害があるがあるがあるがある

○○○○避難避難避難避難にににに要要要要するするするする労力労力労力労力がががが大大大大きいきいきいきい



リアルタイムハザードリアルタイムハザードリアルタイムハザードリアルタイムハザード情報情報情報情報のののの提供提供提供提供

六甲山系土砂災害危険度情報システムの構築

平成21年度に構築

現在、試験運用中



昭和昭和昭和昭和42424242災害時災害時災害時災害時のののの実績降雨実績降雨実績降雨実績降雨とととと崩壊面積率崩壊面積率崩壊面積率崩壊面積率（（（（布引花崗岩布引花崗岩布引花崗岩布引花崗岩））））神戸海洋気象局(1時間雨量）mm/h 安全率が１を下回るメッシュ数 面積率4時 0 0 0.05時 0 0 0.06時 0 0 0.07時 0 0 0.08時 0 0 0.09時 19 0 0.010時 13.3 0 0.011時 1.5 0 0.012時 0.5 0 0.013時 12 0 0.014時 1 0 0.015時 19 0 0.016時 69.5 2 0.017時 58 304 0.318時 19 1766 1.619時 21.7 4200 3.720時 58.5 11172 9.921時 24.5 14234 12.722時 0.7 12747 11.323時 0 11075 9.90時 0 9550 8.51時 8288 7.42時 7142 6.43時 6254 5.64時 5406 4.85時 4705 4.2318.2 14234 13
10mメッシュS42.7.9S42.7.9

昭和42災害時の実績降雨時間
01020304050
60708090100

4時 6時 8時 10時 12時 14時 16時 18時 20時 22時 0時 2時 4時時間雨量（mm） 0.02.04.06.08.010.0
12.014.016.018.020.0

崩壊面積率（％）
時間雨量（ｍｍ） 崩壊面積率（布引花崗岩） 昭和昭和昭和昭和42424242災害時災害時災害時災害時のののの実績降雨実績降雨実績降雨実績降雨とととと崩壊面積率崩壊面積率崩壊面積率崩壊面積率（（（（六甲花崗岩六甲花崗岩六甲花崗岩六甲花崗岩））））荒神山局(1時間雨量）mm/h 安全率が１を下回るメッシュ数 面積率4時 0 0 0.05時 0 0 0.06時 0.2 0 0.07時 1.3 0 0.08時 0 0 0.09時 0.2 0 0.010時 15.6 0 0.011時 0.3 0 0.012時 2.6 0 0.013時 12.3 0 0.014時 28.4 0 0.015時 0.8 0 0.016時 11.3 0 0.017時 33.4 74 0.018時 64.6 988 0.219時 28.3 3173 0.520時 25.3 8545 1.421時 60.8 19190 3.222時 36.4 18487 3.123時 0.7 15215 2.50時 0 13008 2.21時 11276 1.92時 9723 1.63時 8477 1.44時 7364 1.25時 6456 1.1322.5 19190 3

時間S42.7.9S42.7.9
昭和42災害時の実績降雨 10mメッシュ

01020304050
60708090100

4時 6時 8時 10時 12時 14時 16時 18時 20時 22時 0時 2時 4時時間雨量（mm） 0.00.51.01.52.02.5
3.03.54.04.55.0 崩壊面積率（％）時間雨量（ｍｍ） 崩壊面積率（六甲花崗岩）

昭和昭和昭和昭和42424242災害時災害時災害時災害時のののの実績降雨実績降雨実績降雨実績降雨とととと崩壊面積率崩壊面積率崩壊面積率崩壊面積率（（（（丹波層群丹波層群丹波層群丹波層群））））弁天岩局(1時間雨量）mm/h 安全率が１を下回るメッシュ数 面積率4時 0 0 0.05時 0 0 0.06時 0.3 0 0.07時 1.3 0 0.08時 0 0 0.09時 0.3 0 0.010時 14.9 0 0.011時 0.3 0 0.012時 2.5 0 0.013時 11.7 0 0.014時 26.9 0 0.015時 0.8 0 0.016時 10.7 0 0.017時 31.7 0 0.018時 61.4 0 0.019時 26.8 49 0.120時 24 319 0.721時 57.7 1442 3.422時 34.5 2388 5.623時 0.7 2132 5.00時 0 1908 4.51時 1701 4.02時 1504 3.53時 1338 3.14時 1165 2.75時 1030 2.4306.5 2388 6
10mメッシュ時間S42.7.9S42.7.9

昭和42災害時の実績降雨
01020304050
60708090100

4時 6時 8時 10時 12時 14時 16時 18時 20時 22時 0時 2時 4時時間雨量（mm） 0.01.02.03.04.05.0
6.07.08.09.010.0 崩壊面積率（％）

時間雨量（ｍｍ） 崩壊面積率（六甲花崗岩）

昭和昭和昭和昭和42424242災害時災害時災害時災害時のののの降雨降雨降雨降雨をををを入入入入れたれたれたれた計算結果計算結果計算結果計算結果



危険度判定の方法

• （１）10mメッシュ

1.05≦安全率無色その他

１≦安全率＜1.05黄警戒準備

安全率＜１赤警戒

表示基準表示色表示区分

１０ｍメッシュ

警戒（赤）の概ね１時間前に警戒

準備（黄）となるように設定



上記以外無色その他

土砂災害警戒区域の中に

１≦安全率＜1.05

のメッシュあり

黄警戒準備

土砂災害警戒区域の中に

安全率＜１のメッシュあり

赤警戒

表示基準表示色表示区分

上記以外無色その他

土砂災害警戒区域の中に

１≦安全率＜1.05

のメッシュあり

黄警戒準備

土砂災害警戒区域の中に

安全率＜１のメッシュあり

赤警戒

表示基準表示色表示区分

土砂災害警戒区域内に1メッシュ以上

の警戒判定（赤）があった場合、警戒

区域全体を警戒（赤色）に着色

土砂災害警戒区域内に1メッシュ以上の

警戒準備判定（黄）があった場合、警戒

区域全体を警戒準備（黄色）に着色

（（（（２２２２））））急傾斜地急傾斜地急傾斜地急傾斜地のののの場合場合場合場合



 土石流危険渓流の流域面積と昭和42災害における崩壊面積率

05
1015
2025
3035
4045
50

0.001 0.01 0.1 1 10流域面積(km2)

崩壊面積率(%)
土石流実績（著しい侵食）土石流実績（土砂氾濫）土石流非発生渓流

 渓流数 捕捉率（％） 渓流数 分離率（％） 渓流数土石流実績渓流（著しい侵食） 34 61.861.861.861.8 21 55土石流実績渓流（土砂氾濫） 26 47.3 29 55土石流非発生渓流 18 170 90.490.490.490.4 188合 計 78 220 298
分類 基準線上位エリア 基準線下位エリア 合計

基準線 

流域面積（k㎡)

崩
壊
面
積
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（
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）

 土石流危険渓流の流域面積と昭和42災害における崩壊面積率
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0.001 0.01 0.1 1 10流域面積(km2)

崩壊面積率(%)
土石流実績（著しい侵食）土石流実績（土砂氾濫）土石流非発生渓流

 渓流数 捕捉率（％） 渓流数 分離率（％） 渓流数土石流実績渓流（著しい侵食） 34 61.861.861.861.8 21 55土石流実績渓流（土砂氾濫） 26 47.3 29 55土石流非発生渓流 18 170 90.490.490.490.4 188合 計 78 220 298
分類 基準線上位エリア 基準線下位エリア 合計

基準線 

流域面積（k㎡)

崩
壊
面
積
率
（
％
）

昭和昭和昭和昭和42424242年災害時年災害時年災害時年災害時のののの流域面積流域面積流域面積流域面積、、、、崩壊面積率崩壊面積率崩壊面積率崩壊面積率とととと土石流土石流土石流土石流のののの発生発生発生発生



上記以外無色その他

崩壊危険メッシュの警

戒と警戒準備のメッ

シュの合計面積率が

崩壊面積率と流域面

積の基準線（次頁参

照）を超える場合

黄警戒準備

崩壊危険メッシュの警

戒の面積率が、崩壊

面積率と流域面積の

基準線を超える場合

赤警戒

表示基準

表示

色

表示区分

上記以外無色その他

崩壊危険メッシュの警

戒と警戒準備のメッ

シュの合計面積率が

崩壊面積率と流域面

積の基準線（次頁参

照）を超える場合

黄警戒準備

崩壊危険メッシュの警

戒の面積率が、崩壊

面積率と流域面積の

基準線を超える場合

赤警戒

表示基準

表示

色

表示区分

凡 例流域界

（（（（３３３３））））土石流土石流土石流土石流のののの場合場合場合場合



【基準となる崩壊面積率が20％の場合】

警戒((赤)：５％

警戒準備(黄)：10％

赤5％＋黄10％=15％ <20％⇒無色判定

【基準となる崩壊面積率が20％の場合】

警戒((赤)：５％

警戒準備(黄)：20％

赤5％＋黄20％=25％ >20％⇒黄判定

【基準となる崩壊面積率が20％の場合】

警戒((赤)：25％

警戒準備(黄)：10％

赤25％(単独) >20％⇒赤判定

（（（（３３３３））））土石流土石流土石流土石流のののの場合場合場合場合


